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第１章 田原市の現状・課題 

13 

イイ  市市街街地地・・集集落落部部のの人人口口動動向向         

■市街地（市街化区域）に４割、集落部（市街化調整区域）に６割が居住しています。 

 

■市街地の人口（Ｈ２７）は、田原市街地が１４，７３９人，赤羽根市街地が１，６５９人、福江市街地が３，

４５０人、臨海市街地が３，４５６人となっています。令和１７年との増減率を見ると、福江市街地は７９.

１％で、総計の８０.４％を下回る数値となっています。 

 

■市街化調整区域の人口（Ｈ２７）は、３９，０６０人で、増減率は７５．５％となっています。 

表 人口の増減率 

地域 
人口（人） 

増減率（%） 
H27(2015) R17(2035) 

市街化区域 23,304 20,624 88.5 

 

田原市街地 14,739 13,178 89.4 
赤羽根市街地 1,659 1,395 84.1 
福江市街地 3,450 2,730 79.1 
臨海市街地 3,456 3,321 96.1 

市街化調整区域 39,060 29,492 75.5 
総計 62,364 50,116 80.4 

出典：田原市立地適正化計画 

 

 

ウウ  高高齢齢化化対対策策                                                                                    

 

■６５歳以上の高齢者数（Ｈ２７現在１５，９６０人）は、令和１７年には１８，０３０人となり、増減率は

１１３.０％と増加する結果となっています。市街化区域と市街化調整区域を比較すると、市街化区域の増

減率の方が高く、臨海市街地の増減率が一番高くなっています。 

表 高齢者数の増減率 

地域 
高齢者人口（人） 

増減率（%） 
H27(2015) R17(2035) 

市街化区域 5,024 6,458 128.6 
 田原市街地 3,055 4,208 137.8 
 赤羽根市街地 480 455 94.8 
 福江市街地 1,160 1,116 96.2 
 臨海市街地 329 680 206.3 
市街化調整区域 10,936 11,572 105.8 
総計 15,960 18,030 113.0 

 ※算出上H27国勢調査と誤差が生じています。   出典：田原市立地適正化計画 
 

■高齢化に伴う様々な問題に対処するため、市は、高齢者福祉計画に基づき「地域包括ケアシステム構築に向

けた基盤づくり」「健康・生きがいづくりの推進」「認知症施策の推進」「高齢者を支える体制づくり」「医療

と介護の連携」「安心して生活できる支援の充実」の重点施策について、社会福祉協議会、コミュニティ協議

会等関係団体と連携しながら取り組んでいます。 
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(2) まちづくりの現状・課題                       
         

① 人口変化への対応 
 

アア  人人口口・・世世帯帯・・就就業業人人口口・・交交流流人人口口      

 

■人口（Ｒ２現在５９，３６０人）は減少傾向にあり、政策的な人口の増加がなければ令和２２年には約５０，

７５８人まで減少することが推計されています。年齢３区分別人口については、年少人口は令和２２年には

約１０．４％まで減少すると推計されている一方、老年人口は増加し、高齢化率は約３６．９％に達するこ

とが推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  出典：国勢調査、日本の地域別将来推計人口（平成30年月推計）（国立社会保障・人口問題研究所） 
（令和２年数値は国勢調査結果を使用） 

 
■産業別就業人口は、第１次産業が１万人･２９.９％（構成比）、第２次産業が９千人･２６.１％、第３次産業

が１万４千人･４４.０％となっており、第１次産業（農業）の割合が高いことが本市の特徴となっています。

※R2国勢調査 

 

■昼間人口は６万４千人で、臨海工業用地立地企業への市外通勤者の関係から、夜間人口の５万９千人よりも

５千人多くなっています。また、交流人口は、主要観光地入込客数約２２０万人（令和４年度）で横ばいと

なっています。 

※R2国勢調査 

図 人口・世帯数の推移と将来推計 

図 年齢３区分別人口比率の推移と将来推計 
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けた基盤づくり」「健康・生きがいづくりの推進」「認知症施策の推進」「高齢者を支える体制づくり」「医療

と介護の連携」「安心して生活できる支援の充実」の重点施策について、社会福祉協議会、コミュニティ協議

会等関係団体と連携しながら取り組んでいます。 
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(2) まちづくりの現状・課題                       
         

① 人口変化への対応 
 

アア  人人口口・・世世帯帯・・就就業業人人口口・・交交流流人人口口      

 

■人口（Ｒ２現在５９，３６０人）は減少傾向にあり、政策的な人口の増加がなければ令和２２年には約５０，

７５８人まで減少することが推計されています。年齢３区分別人口については、年少人口は令和２２年には

約１０．４％まで減少すると推計されている一方、老年人口は増加し、高齢化率は約３６．９％に達するこ

とが推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  出典：国勢調査、日本の地域別将来推計人口（平成30年月推計）（国立社会保障・人口問題研究所） 
（令和２年数値は国勢調査結果を使用） 

 
■産業別就業人口は、第１次産業が１万人･２９.９％（構成比）、第２次産業が９千人･２６.１％、第３次産業

が１万４千人･４４.０％となっており、第１次産業（農業）の割合が高いことが本市の特徴となっています。

※R2国勢調査 

 

■昼間人口は６万４千人で、臨海工業用地立地企業への市外通勤者の関係から、夜間人口の５万９千人よりも

５千人多くなっています。また、交流人口は、主要観光地入込客数約２２０万人（令和４年度）で横ばいと

なっています。 

※R2国勢調査 

図 人口・世帯数の推移と将来推計 

図 年齢３区分別人口比率の推移と将来推計 
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■市民の移動時の代表交通手段（平成２３年中部都市圏パーソントリップ実態調査）の８０.６％を自動車が

占め、その割合は年々増加しています。また、徒歩（１０.５％）、二輪車（６.１％）が減少しており、鉄

道（１.５％）は微増、バス（０.６％）は微減しています。 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

■市民の移動方法では、全体の５８．３％が自家用車を利用して自分で移動しており、７０歳代でも半数が自

家用車で移動しています。また、公共交通の中では渥美線の利用が４．６％と最も多くなっています。 

 

※重複回答あり                      出典：R4公共交通に関する市民アンケート 
 

■市民の移動目的は、買い物が２５．０％、飲食・レジャーが１４．５％、通勤と通院がそれぞれ１４．２％、

仕事が１０．０％の順に多くなっています。 

 

※重複回答あり                      出典：R4公共交通に関する市民アンケート 
 

■渥美病院の来院者の交通手段は、自家用車や家族の送迎が多く、バスやタクシー等の公共交通利用者はあま

り多くありません。 

※R4渥美病院ヒアリング等 

 

■市内企業への通勤手段は、自家用車が多く、従業員規模の大きい２社が送迎バスを運行しています。  

（％）
区分 年次 鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩 不明

愛知県 H23 7.3 0.5 67.1 10.2 14.1 0.8
名古屋市 H23 23.5 2.7 40.8 14.9 17.2 1.0

H3 1.1 1.1 70.2 11.0 16.5 0.0
H13 1.1 0.8 75.6 9.2 13.3 0.0
H23 1.5 0.6 80.6 6.1 10.5 0.7

田原市

表 主な移動方法 

表 主な移動目的 

表 移動時の代表交通手段 

出典：H23中部都市圏パーソントリップ  

通学 通勤 仕事 通院
福祉施設へ
の通所

買い物
飲食・レ
ジャー

図書館等公
共施設

銀行・郵便
局・役所

その他 計

10歳代 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 0.0% 100.0%

20歳代 1.8% 23.0% 4.2% 9.1% 0.0% 26.1% 17.6% 5.5% 11.5% 1.2% 100.0%

30歳代 1.2% 23.8% 5.9% 6.8% 0.0% 25.9% 18.8% 6.2% 9.6% 1.9% 100.0%

40歳代 2.1% 24.2% 7.3% 7.3% 0.0% 24.2% 16.3% 5.4% 11.5% 1.5% 100.0%

50歳代 0.6% 22.9% 9.1% 8.3% 0.8% 24.8% 15.2% 4.4% 12.4% 1.4% 100.0%

60歳代 0.0% 11.0% 13.0% 15.0% 0.3% 24.2% 14.2% 4.8% 17.0% 0.5% 100.0%

70歳代 0.2% 4.4% 11.6% 21.2% 0.8% 25.6% 12.4% 5.0% 17.7% 0.9% 100.0%

80歳代以上 0.4% 1.2% 10.2% 28.0% 2.4% 26.8% 9.4% 2.8% 17.3% 1.6% 100.0%

未回答 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 100.0%

計（％） 0.8% 14.2% 10.0% 14.2% 0.6% 25.0% 14.5% 4.9% 14.8% 1.1% 100.0%

歩きで
移動

自転車
移動

バイク
移動

自家用車
移動

家族送迎 知人送迎
伊良湖本
線利用

伊良湖支
線利用

ぐるりん
バス移動

渥美線
利用

タクシー
利用

フェリー
利用

会社送迎
バス利用

その他 計

10歳代 10.0% 40.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

20歳代 18.0% 8.1% 2.7% 40.5% 9.0% 3.6% 0.9% 0.9% 5.4% 7.2% 1.8% 0.0% 1.8% 0.0% 100%

30歳代 13.9% 6.3% 0.0% 64.6% 10.1% 0.0% 1.3% 0.0% 1.3% 1.3% 0.0% 0.6% 0.6% 0.0% 100%

40歳代 12.1% 9.5% 1.3% 65.9% 5.2% 0.0% 0.4% 0.0% 2.6% 2.2% 0.0% 0.4% 0.4% 0.0% 100%

50歳代 11.6% 8.0% 1.8% 69.2% 2.5% 0.0% 0.4% 0.7% 1.1% 3.3% 0.7% 0.4% 0.0% 0.4% 100%

60歳代 14.1% 6.9% 0.9% 64.9% 4.6% 0.0% 0.7% 0.9% 0.7% 3.7% 1.2% 0.5% 0.2% 0.7% 100%

70歳代 17.3% 6.0% 1.1% 52.8% 8.4% 0.7% 1.8% 0.4% 2.0% 7.3% 1.1% 0.2% 0.2% 0.7% 100%

80歳代以上 17.4% 5.8% 1.7% 38.4% 12.2% 1.2% 2.9% 2.9% 2.9% 5.8% 5.8% 0.0% 0.0% 2.9% 100%

未回答 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

計（％） 14.7% 7.4% 1.2% 58.3% 6.9% 0.5% 1.1% 0.8% 1.8% 4.6% 1.4% 0.3% 0.3% 0.3% 100%

7.3 

23.5 

1.1 

1.1 

1.5 

0.5 

2.7 

1.1 

0.8 

0.6 

67.1 

40.8 

70.2 

75.6 

80.6 
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14.9 

11.0 

9.2 

6.1 

14.1 

17.2 

16.5 

13.3 

10.5 

0.8 

1.0 

0.0 

0.0 

0.7 
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■市民の移動時の代表交通手段（平成２３年中部都市圏パーソントリップ実態調査）の８０.６％を自動車が

占め、その割合は年々増加しています。また、徒歩（１０.５％）、二輪車（６.１％）が減少しており、鉄

道（１.５％）は微増、バス（０.６％）は微減しています。 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

■市民の移動方法では、全体の５８．３％が自家用車を利用して自分で移動しており、７０歳代でも半数が自

家用車で移動しています。また、公共交通の中では渥美線の利用が４．６％と最も多くなっています。 

 

※重複回答あり                      出典：R4公共交通に関する市民アンケート 
 

■市民の移動目的は、買い物が２５．０％、飲食・レジャーが１４．５％、通勤と通院がそれぞれ１４．２％、

仕事が１０．０％の順に多くなっています。 

 

※重複回答あり                      出典：R4公共交通に関する市民アンケート 
 

■渥美病院の来院者の交通手段は、自家用車や家族の送迎が多く、バスやタクシー等の公共交通利用者はあま

り多くありません。 

※R4渥美病院ヒアリング等 

 

■市内企業への通勤手段は、自家用車が多く、従業員規模の大きい２社が送迎バスを運行しています。  

（％）
区分 年次 鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩 不明

愛知県 H23 7.3 0.5 67.1 10.2 14.1 0.8
名古屋市 H23 23.5 2.7 40.8 14.9 17.2 1.0

H3 1.1 1.1 70.2 11.0 16.5 0.0
H13 1.1 0.8 75.6 9.2 13.3 0.0
H23 1.5 0.6 80.6 6.1 10.5 0.7

田原市

表 主な移動方法 

表 主な移動目的 

表 移動時の代表交通手段 

出典：H23中部都市圏パーソントリップ  

通学 通勤 仕事 通院
福祉施設へ
の通所

買い物
飲食・レ
ジャー

図書館等公
共施設

銀行・郵便
局・役所

その他 計

10歳代 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 0.0% 100.0%

20歳代 1.8% 23.0% 4.2% 9.1% 0.0% 26.1% 17.6% 5.5% 11.5% 1.2% 100.0%

30歳代 1.2% 23.8% 5.9% 6.8% 0.0% 25.9% 18.8% 6.2% 9.6% 1.9% 100.0%

40歳代 2.1% 24.2% 7.3% 7.3% 0.0% 24.2% 16.3% 5.4% 11.5% 1.5% 100.0%

50歳代 0.6% 22.9% 9.1% 8.3% 0.8% 24.8% 15.2% 4.4% 12.4% 1.4% 100.0%

60歳代 0.0% 11.0% 13.0% 15.0% 0.3% 24.2% 14.2% 4.8% 17.0% 0.5% 100.0%

70歳代 0.2% 4.4% 11.6% 21.2% 0.8% 25.6% 12.4% 5.0% 17.7% 0.9% 100.0%

80歳代以上 0.4% 1.2% 10.2% 28.0% 2.4% 26.8% 9.4% 2.8% 17.3% 1.6% 100.0%

未回答 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 100.0%

計（％） 0.8% 14.2% 10.0% 14.2% 0.6% 25.0% 14.5% 4.9% 14.8% 1.1% 100.0%

歩きで
移動

自転車
移動

バイク
移動

自家用車
移動

家族送迎 知人送迎
伊良湖本
線利用

伊良湖支
線利用

ぐるりん
バス移動

渥美線
利用

タクシー
利用

フェリー
利用

会社送迎
バス利用

その他 計

10歳代 10.0% 40.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

20歳代 18.0% 8.1% 2.7% 40.5% 9.0% 3.6% 0.9% 0.9% 5.4% 7.2% 1.8% 0.0% 1.8% 0.0% 100%

30歳代 13.9% 6.3% 0.0% 64.6% 10.1% 0.0% 1.3% 0.0% 1.3% 1.3% 0.0% 0.6% 0.6% 0.0% 100%

40歳代 12.1% 9.5% 1.3% 65.9% 5.2% 0.0% 0.4% 0.0% 2.6% 2.2% 0.0% 0.4% 0.4% 0.0% 100%

50歳代 11.6% 8.0% 1.8% 69.2% 2.5% 0.0% 0.4% 0.7% 1.1% 3.3% 0.7% 0.4% 0.0% 0.4% 100%

60歳代 14.1% 6.9% 0.9% 64.9% 4.6% 0.0% 0.7% 0.9% 0.7% 3.7% 1.2% 0.5% 0.2% 0.7% 100%

70歳代 17.3% 6.0% 1.1% 52.8% 8.4% 0.7% 1.8% 0.4% 2.0% 7.3% 1.1% 0.2% 0.2% 0.7% 100%

80歳代以上 17.4% 5.8% 1.7% 38.4% 12.2% 1.2% 2.9% 2.9% 2.9% 5.8% 5.8% 0.0% 0.0% 2.9% 100%

未回答 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100%

計（％） 14.7% 7.4% 1.2% 58.3% 6.9% 0.5% 1.1% 0.8% 1.8% 4.6% 1.4% 0.3% 0.3% 0.3% 100%
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                              表 渥美線乗車人数（合計・内訳）                      （人）
（               （                                                                             （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通に関する市民アンケート（R4） 

・渥美線をよく利用している割合は６．５％となっており、利用したことがある割合は７１．７％となって

います。 

・車の方が便利という理由から、現時点ではモビリティ・マネジメントへの関心は低くなっています。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：R4公共交通に関する市民アンケート     
  

■現状・課題の整理 

・都市間を結ぶ広域的な幹線交通の機能を有しており、今後も維持・改善する必要があります。 

・鉄道利用を促進するために、エコモビリティへの関心を高める必要があります。 

・乗車人数は、自動車関連企業の動向に影響されます。 

・鉄道設備の老朽化が著しく、震災対策を含めた橋梁等の設備更新を実施しています。 

・中期的にはICシステムの更新、長期的には車両の更新が考えられます。 

・三河田原駅は市外来訪者の二次交通の拠点にもなっていますが、臨海部企業やホテルの送迎バスは豊橋駅

まで行く便が多く、三河田原駅に立ち寄る便数は少なくなっています。 

・東三河の行政機関と連携しながらＤＸによる利便性向上を推進していく必要があります。 

・「バスと電車の乗継促進のため、乗継割引切符の利用促進策（ＰＲ方策）」「車からの乗継利用者を増加させ

るためのパーク＆ライドの促進策」「企業やホテル等の送迎バスとの乗継機能の強化」の検討が必要とな

っています。 

 

  

平成20年度 平成25年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
7,823,143 7,559,580 7,748,919 7,678,214 4,927,152 5,864,664 6,511,248

三河田原駅 527,649 538,318 541,597 539,053 371,763 403,167 455,204
神戸駅 24,960 40,752 35,331 34,226 32,259 38,143 41,853
豊島駅 81,114 86,947 80,424 82,438 53,257 56,378 54,685
やぐま台駅 75,324 73,876 73,509 76,648 57,178 59,420 63,625
計（4駅） 709,047 739,893 730,861 732,365 514,457 557,108 615,367

渥美線全体

                                 表 渥美線の利用頻度                            （％） 

よく利用している 利用したことがある 利用したことがない 総計

10歳代 40.0% 60.0% 0.0% 100%

20歳代 17.6% 70.6% 11.8% 100%

30歳代 3.7% 86.1% 10.2% 100%

40歳代 3.7% 80.7% 15.5% 100%

50歳代 7.0% 79.3% 13.6% 100%

60歳代 5.1% 71.0% 23.9% 100%

70歳代 8.1% 59.9% 32.0% 100%

80歳代以上 4.6% 59.8% 35.6% 100%

未回答 50.0% 50.0% 0.0% 100%

総計 6.5% 71.7% 21.7% 100%
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まで行く便が多く、三河田原駅に立ち寄る便数は少なくなっています。 

・東三河の行政機関と連携しながらＤＸによる利便性向上を推進していく必要があります。 

・「バスと電車の乗継促進のため、乗継割引切符の利用促進策（ＰＲ方策）」「車からの乗継利用者を増加させ

るためのパーク＆ライドの促進策」「企業やホテル等の送迎バスとの乗継機能の強化」の検討が必要とな

っています。 
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7,823,143 7,559,580 7,748,919 7,678,214 4,927,152 5,864,664 6,511,248
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やぐま台駅 75,324 73,876 73,509 76,648 57,178 59,420 63,625
計（4駅） 709,047 739,893 730,861 732,365 514,457 557,108 615,367

渥美線全体

                                 表 渥美線の利用頻度                            （％） 

よく利用している 利用したことがある 利用したことがない 総計

10歳代 40.0% 60.0% 0.0% 100%

20歳代 17.6% 70.6% 11.8% 100%

30歳代 3.7% 86.1% 10.2% 100%

40歳代 3.7% 80.7% 15.5% 100%

50歳代 7.0% 79.3% 13.6% 100%

60歳代 5.1% 71.0% 23.9% 100%

70歳代 8.1% 59.9% 32.0% 100%

80歳代以上 4.6% 59.8% 35.6% 100%

未回答 50.0% 50.0% 0.0% 100%

総計 6.5% 71.7% 21.7% 100%
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